
 

 

 

 

 

 

 

 11月 16日（木）にウィズあかしフリースペースで、“タウンミーティング「まるちゃんカフ

ェ」第８回＜これからの協働＞ ～それぞれが力を発揮し、みんなでつくる明石のまち～” が開

催されました。まず、丸谷市長から対話の意味や協働についてなどを含めたあいさつの後、コミ

ュニティ・生涯学習課から「これからの協働～それぞれが力を発揮し、みんなでつくる明石のま

ち～」をテーマに明石の“コミュニティ”の歴史を含めながら、コミュニティづくりの取組、そ

してまちづくりをすすめていく上でこれからますます重要になってくる協働について分かりやす

く説明していただきました。明石のまちづくりの流れがわかり、とても勉強になりました。その

中で明石市の“協働”の定義について次のように説明されました。 

協働とは：立場が異なるものが、ひとつの目的や目標に向かって、 

それぞれの特性を生かして、役割分担しながら取り組むこと 

明石市のホームページの市民協働のページを見ると、混同しがちな共同・協同・協働の違いが

整理してあったり、市民協働についてわかりやすく説明されています。 

（https://www.city.akashi.lg.jp/community/s_kyoudou_shitsu/kurashi/community_machizuk

uri_shimin/s_kyoudou.html） 

 立場 活動 目的 

共同 
複数の人や団体が、同じ目的のために一緒に事を行ったり、同じ条

件・資格で関わったりすること 
同じ 同じ 同じ 

協同 複数の人または団体が、力を合わせて物事を行うこと 異なる 同じ 同じ 

協働 同じ目的のために、異なる立場のものが協力して共に働くこと 異なる 異なる 同じ 

こうした協働を動かし、深めていくためには、対話が必要なんだと、改めて対話の価値につい

て整理できました。また、社会的背景を含め、未来を考えた場合、多様化する課題や急激な社会

の変化に対応しながら、まちをつくり、人を育てていく仕組を創っていくためには“協働”が欠

かせないことも改めて確認できました。 

そんなことを考えながら聞い

ていると“未来を生き、未来を

創る資質・能力を育む仕組づく

り”を目指す明石のコミュニテ

ィ・スクールからのアプローチ

は、「これからの協働～それぞれが力を発揮し、みんなでつくる明石のまち～」にぴったり重な

ってきました。行政的な縦割りの視点ではなく、連携・協働のネットワーク的な視点が、これか

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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らますます重要になってくるのではと感じました。この説明を聞けただけでも参加してよかった

なと感じました。 

そして“えんたくん”を使っての対

話です。簡単なゲームでのアイスブレ

イクから自己紹介と進む中で、異なる

立場でそれぞれ異なる活動をされてい

る参加者同士の距離がだんだんと縮ま

り、どんな視点から考えがでてくるん

だろうとだんだんと興味がわいてくるのがこうした対話のよさなんだろうなと感じました。対話

のテーマは「みんなで力をあわせて、よりよい明石にするために」と、同じテーマでも、人と、

人との組み合わせによって、様々な視点から対話が深まっていったのではと思います。しかし、

「子育てしやすいまち・住みやすいまち」から、さらなる次のステップアップのためには「人

と、人とのつながり」や「人が育つ（人の成長）」といったことがどのグループでも話題になっ

ていたのではと感じます。こうした対話でファシリテーターさんも大変だったと思います。答え

を出す場ではなく、対話を通して、自分ができることを考えるといった対話の方向性がぶれない

進行は勉強になりました。 

今、学校現場では「主体的、対話的で深い学び」をめざした授業

づくりがおこなわれています。今回、参加して、こうした対話が

「主体的、対話的で深い学び」なのではと感じました。これまで共

通の答えをみつけることに目が向きがちだった対話が、多種多様な

人との対話の中で、当事者として、想像力を発揮し、創造力を高め

ていくことが「主体的、対話的で深い学び」なのではと今回参加し

て考えています。 

次回は「30・40・50代が語る明石の未来」のテーマで 12月 15日

に開催されます。是非、多くの方に興味を持って参加していただけ

たらと思います。 

 11月 17日（金）に明石小の第 2回「にじいろの会」を覗かせていただきました。明石小の保護

者の「登校しにくくなっているお子さんの保護者同士が対話できる場があるといいですね」とい

った投げかけから、10月に「にじいろの会」として対話の会がスタートしました。ファシリテー

ター役の保護者の方が、アイスブレイクでの雰囲気づくりなど話しやすく進行され、「保護者と

学校の話し合い」といった固い雰囲気ではなく、日本シリーズの話から“「生きる力」として学

校の中だけで通用する力ではなく社会にでてから必要とされる力”とちょっと固めの話まで様々

な話題をざっくばらんに語り合えました。対話の中で、登校しにくくなったきっかけや、登校し

にくくなってはじめて気が付いたことなど、貴重なお話をお聞きできました。また、今回は明石

小の保護者だけでなく、保護者同士のつながりで、他市から参加された保護者の方からも、「抱

えこんでしまいがちになるけど、こうした話ができる場所があるといいですね」と経験を交えた

お話などお聞きできました。こうした対話が根付き、この指とまれ方式で参加者が増えるといい

なと思います。こうした対話から新しい仕組が生まれるのかも？この対話自体が新たな学びを創

る仕組なのかもしれないですね。                    （文責：北本） 

明石小「にじいろの会」を覗かせていただきました 
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